平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＣ

単元：

BOOK 2，LESSON 5
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

将来の夢についてのスピーチをすることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト(スピーチ)】p.61，USE Mini-project，4 Speakとパラレルなタスクを行う。将来やってみたいことについてのスピーチをさせて，その出来を評価する。

ペアになって，相手のカードの内容について互いにたずね合わせる。

留意点

　1～2分で1回ペアを変えさせる。教師は1つのペアを観察する。
評価基準：A・B・Cの3段階

言語的な正確さ，それぞれをABCの3段階で評価する。

①言語的な正確さ
A：言語的な誤りがほとんどない。
B：いくつか言語的な誤りがあるが，理解できる範囲である。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。
評価課題：

（インフォメーション・ギャップを用いた2枚のカード）ペアになって，イラストに描かれた2人の人物について，それぞれ質問しあいなさい。
カードA

A: What does Yui want to be in the future?
B: She wants to be an interpreter
A: Why?
B: First, she likes language. Second, she wants to talk with foreigners. So, she wants to be an 

   interpreter.
A: I see. Thank you.
カードB

A: What does Kenta want to be in the future?

B: He wants to be a pilot
A: Why?

B: First, he likes the sky. Second, he wants to be rich. So, he wants to be a pilot.

A: I see. Thank you.

カードA

	イラスト


	
	
	
	

	名前
	Kenta
	名前なし
	Meg
	名前なし

	なりたい職業
	パイロット
	
	警察官
	

	理由①
	空が好き
	
	かっこいい
	

	理由②
	お金持ちになりたい
	
	強い人になりたい
	


注）to be rich / to be a strong person 
カードB

	イラスト


	
	
	
	

	名前
	名前なし
	Yui
	名前なし
	John

	なりたい職業
	
	通訳者
	
	獣医

	理由①
	
	ことばが好き
	
	動物が好き

	理由②
	
	外国人と話したい
	
	動物の命を救いたい


注）language / talk with foreign people / help animal’s lives


















